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lytical and Bioanalytical Chemistry誌に， The use of 
nanoparticles in el巴ctroanalysisという総説が掲載され
ているG）。この総説では， 160の文献を引用して， 金 ・
















説1)では，MetalNanoparticles Applications in Elec-
troanalysisと題して，ナノ粒子を構成する金属ごと
に，実際に電気分析で測定された過酸化水素，グルコー
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した結果を中心に，いつくかの トピックスを選んで紹介
する。












































































トプロピルトリメトキシシラン ｛HS(CH2) 3Si (OCH3) 3)
や 3ーアミノプロピルトリメトキシシラン｛H2N(CH2)3 











1 ウンデカンチオール {HS(CH2) 11NH2l を金電極と
金ナノ粒子の架橋試薬として用いているお）。
一方， GC電極に金ナノ粒子を固定する目的で， Hu
らは，電位掃引処理でシステアミン ｛HS(CH2) 2NH2) 36> 
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